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１ コミュニティプラン策定にあたって 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たち名山校区は、地域の絆をさらに強め、「共助」の力を発揮することのできる地域

づくりのために、平成２９年３月「名山校区コミュニティ協議会」を発足しました。 

以降、これまでの地域活動を継承しながら、スローガン「歴史を継ぎ、街なかに残る

『つながり』を守り育てる名山」の実現に向けて、コミュニティプラン策定委員会を中

心に、地域住民アンケートを実施し様々な協議を重ねてまいりましたが、このたび校区

振興計画「第Ⅰ期名山校区コミュニティプラン」がまとまりました。 

今後は、このプランをもとに実践と評価を繰り返しながら、皆さんと一緒により良い

まちづくりを目指していくものです。名山小学校校歌「朝日たださす城山の 深きゆかり

を背において」の如く、名山校区がますます活気あふれる住みよい街となることを信じ

ております。 

策定に際しましては、関係機関のご指導と、コミュニティ構成団体をはじめとする地

域の皆様のご理解・ご協力を頂きましたことに、深く感謝申し上げます。 

名山校区コミュニティ協議会 

会  長   米 盛 孝 一 

 

  名山小学校 

コミュニティ協議会事務局 

名山校区公民館内 
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２ ふるさと名山について 

⑴  校区の位置 
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⑵  校区の歴史の概要  

現在でも名山小学校の近くには堀が残されているが、島津城下の堀には桜島の影が映り、名

勝の地であった。この堀は、名山堀と名づけられた。旧名山校はその名山堀のほとりにあった

ので名山小学校とよばれるようになった。（天明５年 久保之英著「見聞秘記」に拠る。） 

名山堀の名前の由来は、桜島が堀に映りすばらしい眺めであったからと言われる。易居町一

帯は安永年間(1772～80年)の埋め立てと言われ、御厩【(おうまや)＝（現在の鹿児島医療セン

ター）】まで続いていた堀には多くの帆船が来航していたという。現在は市役所前から海岸（鹿

児島本港）までの「みなと大通り公園」となっている。  

山下町は、江戸時代は多くの武士のための屋敷が広がっていた。明治時代になると、鹿児島

県庁の所在地となり、県の行政の中心地となった。1879年（明治 12 年）には郡区町村編制法

が施行され、山下町として成立している。1889年（明治22年）に市制が施行されたのに伴い、

47町3村の区域から鹿児島市が設置され、それまでの山下町は鹿児島市の町名「山下町」とな

った。1892年（明治 25年）に現在の鹿児島市立美術館の位置に鹿児島市役所が山之口馬場町

から移転し、県の中心としての役割の他に鹿児島市の中心としての役割も持つようになった。

その後、市役所は1937年（昭和12年）に現在地に移転した。1965年（昭和40年）には町域

の一部が城山町、名山町、照国町に分割され、同時に山下町の全域で住居表示が実施されてい

る。1996年（平成8年）には町域内に明治時代から所在していた鹿児島県庁が鴨池新町に移転

し、2003年（平成15年）には県庁舎跡地にかごしま県民交流センターが設置された。 

金生町は、町域内に山形屋があり、これを中心に天文館と呼ばれる商店街が展開されてい

る。また中央部を鹿児島市電が南北に通っており、町域内にはいづろ通電停及び朝日通電停が

ある。江戸時代は鹿児島城下下町のうちであり、木屋町と称していたが、1829年（文政12

年）に金生町（当時は「かなふまち」と称されていた）に改称している。1889年（明治22

年）には市制が施行されたのに伴い、それまでの金生町は町名「金生町」となり、1965年

（昭和40年）7月には金生町の全域で住居表示が実施された。1751年（宝暦元年）にこの地

に現在の山形屋の前身となる鹿児島城下唯一の呉服商が開業したとされており、明治中期ごろ

になると呉服商からデパートとなった。神戸以西においては初のデパートであった。また、

1879年（明治12年）には現在の鹿児島銀行の前身となる第百四十七国立銀行が設置されるな

ど、鹿児島市の経済の中心地となっている。     

 

 

 

[ 大正１３年（１９２３年）頃の名山堀 ] [ 明治２０年（１８８７年）頃の名山堀 ] 

 



4 

 

⑶  主な施設・史跡等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名山校区は鹿児島市のほぼ中心に位置しており、名山小学校の周辺には、鹿児島市役所や鹿児島市教育

総合センター、鹿児島地方裁判所、鹿児島地方法務合同庁舎などの官公庁が多い。 

東には雄大な桜島を望み、かごしま水族館や北埠頭がある。 

西には自然豊かな城山があり、その近くには国道１０号線が通っている。１０号線沿いには鹿児島県歴

史資料センター黎明館や県立図書館、鹿児島市立美術館、県立博物館などの文化施設がある。 

南には鹿児島市一番の繁華街天文館に隣接したデパートや数多くの商店、銀行などがある。 

北には薩摩義士碑や私学校跡等の歴史的遺跡がある。名山校区は歴史と文化の薫るまちであるといえる。 

主な史跡等 

 鶴丸城跡 

 西郷隆盛銅像 

 私学校跡 

 西郷隆盛洞窟 

 西郷隆盛終焉

の地 

西南戦争官軍

本営跡 

薩摩義士碑 

 篤姫像 

五代友厚銅像 

 小松帯刀銅像 

加納久宜銅像 

丹下梅子銅像 
 造士館・演武

館・医学館跡 

 開成所跡 

 名山堀跡 

県里程元標 

月照上人遺跡 

の碑 

俊寛の碑 

新波止砲台跡 

主な公共機関 

 鹿児島市役所 

 鹿児島地方裁判所 

 鹿児島地方検察庁 

 鹿児島合同庁舎 

 鹿児島港湾合同庁舎 

 湾岸交番 

 鹿児島医療センター 

 県民交流センター 

三島村役場 

十島村役場 

公園・広場等 

 城山公園 中央公園 泉公園 みなと大通り公園 

小川公園 鹿児島港芝生広場 歴史と文化の道 

かんまちあ 

文化施設・社会教育施設 

県立博物館・孝古資料館 

歴史資料センター黎明館 

 市立美術館 

 県立図書館 

 近代文学館・メルヘン館 

 宝山ホール 

 かごしま水族館 

 中央公民館 

 

報道機関 

ＮＨＫ鹿児島放送局 

文教施設 

名山小学校 

長田中学校 

 

町内会 

 易居町町内会 

 名山町東町内会 

 名山町西町内会 

 城山町敬天区町内会 

 城山町二之丸町内会 

 堀江町町内会 

 大黒町町内会 

 呉服町町内会 

 中町町内会 

 金生町町内会 

 住吉町町内会 

 泉町町内会 

 小川・浜町町内会 

 アーバンポート 21 自治会  

 

西本願寺鹿児島別院 

鹿児島東郵便局 

鹿児島県弁護士会館 

交通関係 

 鹿児島本港 

 桜島フェリー 

ターミナル 

ＪＲ鹿児島駅 

鹿児島市電 
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⑷  写真で見る名山校区                 （№1） 

 

   

名山小学校          鹿児島市役所         長田中学校         

 

 

   

鹿児島地方裁判所      県民交流センター      県立博物館 ・ 考古資料館 

 

 

   

県立図書館       鶴丸城跡（御楼門再建中）     歴史センター黎明館 

 

 

   

近代文学館・メルヘン館       市立美術館          中央公民館 
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（№２） 

    
西郷隆盛銅像        小松帯刀銅像       五代友厚銅像      丹下梅子銅像 

 

   

城山遊歩道             薩摩義士碑           西郷隆盛終焉の地 

 

   

     歴史と文化の道        鹿児島医療センター        鹿児島市消防局・  

（私学校跡）             福祉プラザ 

          

NHK鹿児島放送局         鹿児島東郵便局              湾岸交番 

 

     

 



7 

 

    

（№３） 

   

桜島フェリーターミナル         鹿児島本港        JR鹿児島駅（建設中）・市電乗り場  

 

 

   

中央公園             みなと大通り公園          かんまちあ 

 

 

    

鹿児島港芝生広場           かごしま水族館       いづろ通から金生町・市電を望む  

  

 

   

いづろ灯篭           納屋通り商店街             名山堀飲食店街 
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（5）校区の特徴 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
歴史を継ぎ、街なかに残る「つながり」を守り育てる名山 

人 

街なかであるが、人のつながりがある。 

マンションなどの共同住宅が増えて住民同士 

の交流やふれあいがさらに必要となっている。 

 

歴史・文化・伝統 
藩政時代からの鹿児島の中心としての伝統が引 

き継がれてきている。数多くの史跡や歴史を伝え 

る建造物がある。 

交 通 
中心市街地であり、交通量が多い。通

勤や買物等による人の交流が多い。 

暮らし 
一人暮らし高齢世帯、高齢者夫婦世帯

など、高齢者のみの世帯が増加してい

る。 

行 事 

町内会を中心に様々な伝統的行事に取り組 

んでいる。 

自 然 
城山を背景に、桜島・鹿児島湾 

を望む風光明媚な校区である。 

 公園や街路樹の整備も進んでい

る。 

商店街 

鹿児島随一の商店街に隣接し、商 

業施設の集積地である。 

環境問題 
「ごみステーション」や「犬猫

の糞害」などについて気になって

いる住民が多い。 

安心・安全・防犯・防災 

防犯パトロール等、見守り活動が円滑に実施

され、治安は良いという意見が多い。 

公共施設 
鹿児島の政治・経済の中心 

として多くの公共機関が集中 

している。 

社会教育・社会体育 

校区運動会や球技大会など

に継続して取り組んでいる。 

まちづくり 

住民同士のつながりを強めていくための 

協議会や町内会の取組が望まれている。 

観 光 

ＪＲや市電、バスなどの交通拠点、歴史スポットや 

ドルフィンポートなどの観光拠点が校区内にあり観光 

客の増加が予想される。 
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３ 第Ⅰ期コミュニティプラン～2019 年度～2023 年度（５年間）～ 

⑴  コミュニティ協議会の組織 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵  コミュニティ協議会の運営方針 

ア  「名山は一つ」という合言葉のもと、住民みんなが協力・参加する地域主体のまちづ

くりを進める。 

イ  次代を担う子どもたちや青年層、また高齢者などさまざまな年代との意見交換を行う

など広く住民の願い（夢や希望）を大切にした活動や運営に努める。 

ウ 地域主体のまちづくりを図るため、協議会活動について広報紙の発行など情報発信に

努める。 

エ 校区公民館を住民や構成団体がふれあい交流する場、人づくりの場として活用し、新

たな参加者の掘り起こしなどを通して、住民同士の「つながり」をさらに強める。 

オ 地域課題の解決や地域資源の活用に取り組むために、住民の声を反映して校区のまち

づくりの指針となる地域コミュニティプラン(地域振興計画)を作成する。 

カ 鹿児島市をはじめ関係行政機関等との連携を図ってまちづくりを進めるとともに、地

域課題について情報共有を図る。 

女性学級  成人学級  家庭教育学級 名山小ＰＴＡ  名山小 

長田中ＰＴＡ  長田中  学校支援ボランティア 

上町クローズライン 

校区あいご会    校区社会福祉協議会 

名山地区民生委員児童委員協議会  少年ボランティア連絡会 

校区安心安全ﾈｯﾄﾜｰｸ会議  青色防犯パトロール隊  湾岸交番 

地域安全モニター  スポーツ少年団  名山小ＰＴＡ  名山小 

長田中ＰＴＡ    長田中 

消防分団     防犯パトロール隊  交通安全協会名山支部 

地域安全モニター 湾岸交番  通学保護員  ｽｸｰﾙｿﾞｰﾝ委員会 

校区安心安全ﾈｯﾄﾜｰｸ会議  名山地区民生委員児童委員協議会  

校区社会福祉協議会 

易居町町内会  名山町東町内会  名山町西町内会 

城山町敬天区町内会  城山町二之丸町内会  堀江町町内会 

大黒町町内会  呉服町町内会  中町町内会  金生町町内会 

住吉町町内会  泉町町内会   小川・浜町町内会 

ｱｰﾊﾞﾝﾎﾟｰﾄ 21自治会  名山町通り会  校区安心安全ﾈｯﾄﾜｰｸ会議 

スポーツ推進委員  健康推進委員  めいざんスポーツクラブ 

朝日通り薬局 

文
化
部
会 

 
 

部
会 

保
健
体
育 

部
会 

 
 

青
少
年
育
成 

 
 

部
会 

福
祉
安
全 

推
進
部
会 

ま
ち
づ
く
り 

総 

会 

役 

員 

会 

事 

務 

局 
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(3) 校区の現状と課題（部会別）[ 〇生かしたい現状 ☆取り組みたい課題 ] 

 まちづくり推進部会  

〇 町内会を中心に様々な伝統的行事に取り組んでいる。 

〇 各町内会の組織がしっかりとしているので、会員への情報伝達ができる。 

〇 地域や校区の行事への長年の協力者が多い。 

〇 交通の便が良く、暮らしやすい環境にある。 

☆ 一人暮らし高齢世帯、高齢者夫婦世帯など、高齢者のみの世帯が増加している。 

☆ 町内会への未加入世帯の増加や少子高齢化が進み、住民同士のふれあいが希薄になってき

ている。町内会等と連携して、住民のふれあいを推進する取組を進める必要がある。 

 ☆ 新規参入の住民が参画しやすい取組や雰囲気が必要である。 

  ☆ 校区活動や地域行事運営に若い人の参加が少なく、役員が固定化してきている。 

☆ 若い世代のリーダー（後継者）の育成を図る必要がある。 

☆「ごみステーション」や「犬猫の糞害」などについて気になっている住民が多い。 

 

 文化部会  

〇 文化祭を開催して学習者の発表の場とした。学習意欲を高める場としたい。 

〇 地域の史跡等に触れる機会が多く、興味を持つ人も多い。 

〇 人材や、施設、史跡など、社会教育としての資源が豊富にある。 

☆ 成人学級や女性学級、家庭教育学級、父親セミナーを開設しているが、認知度は低い。内

容や運営の工夫を図り、参加者を増やしたい。 

☆ 地域の資源を生かした学習の機会が少ない。 

☆ 豊かな人生のための学習意欲を高める取組が欲しい。  

 

 保健体育部会  

〇 校区運動会や球技大会などの継続して取り組んでいる。 

〇 校区運動会は、参加率も高く、球技大会やグラウンドゴルフ大会も好評である。 

☆ 住民の親睦を深めることを目的に体育的行事が開催されているが、参加率を高めるととも

に、幅広い世代や体力に応じた内容にしていく工夫が必要である。 

☆ 各種大会等への参加者が限られた人になってきている。 

☆ 住民の体力と健康の維持増進に関する意識を高める取組が必要である。 

☆ 運動実施率を上げる取組が必要である。 

 

 青少年育成部会  

〇 学校を中心としたあいさつ・声かけ運動がよくなされている。 

〇 あいご会活動等の充実を目指し、城山登山や立志のつどいなどを実施している。 

☆ あいご会活動を協議会との協働事業として、円滑な活動にする仕組づくりが望まれる。 

 

 福祉安全部会  

〇 防犯パトロール等、見守り活動が円滑に実施され、治安は良いという意見が多い。 

〇 中心市街地であり、交通量が多い。通勤や買物による人の交流が多い。 

 ☆ 自然災害等の発生に伴う防災・減災に向けた独自の取組が少ない。 

☆ 高齢者や子育て世代が集って語れるような場を設定するなどの福祉活動を増やしたい。 

☆ 避難マップの作成や啓発活動等を推進し、防災運動の強化を図る。 

☆ 高齢者や子どもを地域ぐるみで見守る活動の充実が望まれている。 
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(5) 事業推進の体系図 

          （活動方針）  （活動領域） （実施事業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・校区住民が共に学び合う

機会や場を提供する。 

 

・学んだ成果を地域に提供

する手立てや機会を創

る。 

･町内会との連携 

･情報発信 

･環境美化活動 

･地域観光 

･あいさつ運動 

･関係機関や団と

の連携 

・地域の子どもは地域で育

てるという地域の教育力

を一層高める。 

 

・ふるさと「名山」という

意識と誇りを持てる活動

を進める。 

･社会学級の開設 

･学習成果発表 

･自主学習グルー

プの育成 

･学校教育への支

援 

･社会学級発表

会 

･校区文化祭 

･文化財・史跡等

の保護 

･スポーツ行事の

企画 

 

･健康づくり講座

の開設 

･校区運動会 

･校区球技大会 

･校区ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙ

ﾌ大会 

･健康教室 

･青少年育成活動 

･声かけ運動 

･環境点検活動 

･伝統行事の実施 

･非行防止活動 

･街頭補導 

･環境点検 

･立志のつどい 

･あいご会活動

への支援 

･日曜城山登山 

・校区住民が相互に支え合

う地域社会づくりに努め

る。 

 

・安全の確保のための課題

の把握と改善に努める。 

･福祉事業の企画 

･子育て支援の推

進 

･高齢者福祉の推

進 

･交通安全啓発活

動 

･防火・防災・防犯 

見守り活動 

ふれあいサロ

ンの開設 

交通安全運動 

防災避難訓練 

地域安全点検 

歴
史
を
継
ぎ
、
街
な
か
に
残
る
「
つ
な
が
り
」
を
守
り
育
て
る
名
山 

･コミュニティ

だより発行 

･校区美化活動 

･環境点検活動 

･あいさつ運動 

･標語募集 

･夏祭り参加 

・住民の願いを的確に把握

し、楽しんで活動に参加

できるようにする。 

・住民の連帯意識に支えら

れた活気ある地域づくり

のために課題の発見・解

決への取組を進める。 

・校区住民の心身の健康増

進のための環境を整える

とともに、体育的行事を

通して、親睦を深めるこ

とで、連帯感と活力ある

人･まちづくりを進める。 

文 

化 

部 

会 

保

健

体

育

部

会 

青

少

年

育

成

部

会 

福

祉

安

全

部

会 

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
会 
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(6) 各部会別事業内容                №１ 

 ア まちづくり推進部会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番 

号 
事業名 事業内容 事業効果 

実

施 

時

期 

事業スケジュール 新

規 

継

続 

備 考 

（関連部会等） 19 20 21 22 23 

１ 広報紙発行 

コミュニティ協

議会の活動結果や

計画及び運営等に

ついて住民へ周知

する。 

住民みんなが協

議会の運営や活動

等についての理解

が深まり、積極的な

参加が増える。 

年

４

回 

〇 〇 〇 〇 〇 
継

続 
各部会連携 

２ 
校区 

美化活動 

「クリーンシテ

ィかごしま」の日

に合わせて、校区

内の環境美化活動

を行う。 

美化活動を通し

て町内会活動の活

性化が図られると

ともに、美しい環境

づくりが推進され

る。 

８

月 
〇 〇 〇 〇 〇 

継

続 

町内会との 

連携 

３ あいさつ運動 

「あいさつ先手

運動」を展開し、あ

いさつがあふれる

地域づくりを進め

る。 

住民同士のあい

さつで、地域でとも

に支え合うという

「結い」の意識を高

めることができる。 

毎

学

期

始

め 

〇 〇 〇 〇 〇 
継

続 

PTA・通学保

護員との連携 

４ 

生き生き 

まちづくり

作戦 

あいさつ等の標

語を募集したり、

夏祭りに色々な形

で参加したりし

て、住民のアイデ

ア溢れる取組を進

める。 

住民の心と心の

ふれあいを深め、明

るい笑顔があふれ

るまちづくりに寄

与する。 

８

月 
〇 〇 〇 〇 〇 

新

規 

入賞作品掲示 

 

文化祭で表彰 

 

名山町通り

会との連携 
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 イ 文化部会                       №２ 

 

 

 

 

 

 

番 

号 
事業名 事業内容 事業効果 

実

施 

時

期 

事業スケジュール 新

規 

継

続 

備 考 
19 20 21 22 23 

１ 
成人学級の

開講 

住民が校区公民

館に集い、教養の

向上を図り、成果

を家庭やまちづく

りに役立てる。 

今日的な課題に

ついて学び合うこ

とで、まちづくりや

家庭生活に役立つ

力が向上し、活気あ

る地域づくりに貢

献できる。 

年

10

回 

〇 〇 〇 〇 〇 
継

続 
 

２ 
女性学級の

開講 

住民が校区公民

館に集い、教養の

向上を図り、成果

を家庭やまちづく

りに役立てる。 

今日的な課題につい

て学び合うことで、

まちづくりや家庭生

活に役立つ力が向上

し、活気ある地域づ

くりに貢献できる。 

年

10

回 

〇 〇 〇 〇 〇 
継

続 
 

３ 
家庭教育学級

への支援 

小・中学生を持

つ保護者が、子育

てや社会生活の仕

方等について学

び、家庭生活やま

ちづくりに役立て

る。 

保護者が子育て

の悩み等について

話し合ったり、生活

全般のことについ

て学んだりするこ

とで、子育てへの不

安を減らすことが

できる。 

年

８

回 

〇 〇 〇 〇 〇 
継

続 

ＰＴＡと

の連携 

４ 校区文化祭 

社会学級や自主

学習グループ、学

校等の学習活動の

成果を発表する。 

学習成果等を発

表したり、参観した

りすることで、校区

の文化の向上と豊

かな心が育つふる

さとづくりに寄与

できる。 

11

月 
〇 〇 〇 〇 〇 

継

続 

ＰＴＡと

の連携 

５ 
名山を 

学ぶ会 

歴史と文化等に

ついて学ぶ会を開

催し、未来のふる

さとづくりについ

て語り合う。（講演

会・まち歩き） 

ふるさと名山の

すばらしさを知る

ことで地域への愛

着を醸成すると共

に貴重な文化財等

の保存・継承につな

がる。 

8

月 
△ 

ま

ち

歩

き 

講

演 

ま

ち

歩

き 

講

演 

新

規 
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ウ 保健体育部会                     №３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番 

号 
事業名 事業内容 事業効果 

実

施 

時

期 

事業スケジュール 新

規 

継

続 

備 考 
19 20 21 22 23 

１ 校区運動会 

恒例の校区住民

総参加の伝統的な

行事である運動会

を開催し、住民の

交流や連帯意識が

深まる機会とす

る。 

運動会の開催で、

住民のふれあいの

機会が増し、絆の深

まりや心の結集が

図られ、地域の一体

感と活性化が促進

される。 

10

月 
〇 〇 〇 〇 〇 

継

続 

部会や構成

団体による

実行委員会 

２ 
校区 

球技大会 

 ソフトボール及

びソフトバレーボ

ールの試合を実施

する。 

 参加者の親睦を

図るとともに、地域

の活性化を図るこ

とができる。 

11

月 
〇 〇 〇 〇 〇 

継

続 

ｽﾎﾟｰﾂ推進委

員との連携 

３ 

ふれあい 

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ

大会 

 子どもと大人が

グラウンドゴルフ

のゲームを通し

て、世代間交流を

図る。 

 子どもと大人が

グラウンドゴルフ

を楽しむとともに、

世代を超えた交流

を楽しみ、まちづく

りの活性化が図ら

れる。 

2

月 
〇 〇 〇 〇 〇 

継

続 

あいご会

との連携 

４ 
いきいき 

健康教室 

 ニュースポーツ

や健康講座を開

き、住民の健康へ

の意識向上を図

る。 

 住民の健康への

知識や関心が増し、

体力・健康増進が図

られる。 

    

年 

２

回 

〇 〇 〇 〇 〇 
新

規 

めいざんス

ポーツクラ

ブとの連携 
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エ 青少年育成部会                     №４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

番 

号 
事業名 事業内容 事業効果 

実

施 

時

期 

事業スケジュール 新

規 

継

続 

備 考 
19 20 21 22 23 

１ 立志のつどい 

 中学２年生の立

志を地域全体で祝

福するとともに、

生徒たちの、行動

に伴う責任のあり

方等を考え実行す

る機会にする。 

 地域住民が子ど

もたちの健やかな

成長を願っている

ことを意識させ、地

域に対する愛着を

育むことができる。 

２

月 
〇 〇 〇 〇 〇 

継

続 
 

２ 
中学生と 

語る会 

名山の将来を担

う中学生との対話

や交流を行い、ま

ちづくりへの関心

を高める。 

まちづくりへの

夢や希望等につい

て語り合い、地域づ

くりへの参画意識

を高めることがで

きる。 

８

月 
〇 〇 〇 〇 〇 

新

規 
 

３ 
あいご会活動

への支援 

あいご行事やお

ぎおんさぁ、セゴ

ドンのエンコへの

参加などの支援を

行う。 

あいご会活動を

充実させることに

よって、地域ぐるみ

での青少年育成に

役立てる。 

通

年 
〇 〇 〇 〇 〇 

継

続 
 

４ 
日曜 

城山登山 

体力つくりや異

年齢交流を目的と

して城山登山を行

い、心身の健全育

成を推進する。 

心身の健康づく

りに役立てるとと

もに、参加者の交流

を通したまちづく

りに生かす。 

毎

月

1

回 

〇 〇 〇 〇 〇 
継

続 
まちづくり部

会との連携 

５ 環境点検 

校区内の青少年

健全育成に係る点

検活動を実施す

る。 

点検を実施する

ことで、青少年の健

全育成に対する意

識を高めるきっか

けとなる。また、点

検結果の共有によ

る各団体間の連携

が図られる。 

7

月 
〇 〇 〇 〇 〇 

継

続 

まちづくり部

会との連携 
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オ 福祉安全部会                     №５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番 

号 
事業名 事業内容 事業効果 

実

施 

時

期 

事業スケジュール 新

規 

継

続 

備 考 
19 20 21 22 23 

１ 
ふれあい 

研修旅行 

校区内の高齢者

を中心として、郊

外に出て見聞を広

めたり、交流した

りする。 

 視察や観光をし

て、見聞を広め、校区

住民のつながりを深

めたり、お互いを支

え合う意識を育てた

りすることができ

る。 

11

月

ま

た

は

3

月 

〇 〇 〇 〇 〇 
継

続 

社会福祉協議

会との連携 

２ 
ふれあい 

サロン事業 

町内会公民館等

を活用し、高齢者

等が気軽に集うこ

とができるサロン

を開設する。 

サロンに集うこと

で、楽しく生きてい

く意識を高め、健康

づくりに寄与するこ

とができる。 

通

年 
〇 〇 〇 〇 〇 

新

規 

町内会・民生

委員との連携 

３ 
介護予防 

活動 

高齢者や現在ま

たは将来的に介護

に携わる方々を対

象に、介護予防体

操などの講座を開

き普及を図る。 

高齢者の健康維持

増進と見守り活動に

つながる。また、福祉

活動に対する意識高

揚に役立つ。 

通

年 
〇 〇 〇 〇 〇 

新

規 

・健康推進委員

やｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ

との連携 

・サロンと連携 

４ 地域安全点検 

校区内の危険箇

所や暗がり箇所等

の点検を行い、安

心安全なまちづく

りを推進する。 

点検結果をもとに

対策を講じること

で、明るく住み良い

まちづくりにつなが

る。 

８

月 
〇 〇 〇 〇 〇 

継

続 

町内会・地域

PTAとの連携 

５ 
防災研修 

事業 

防災のあり方に

ついて学んだり実

際に訓練したりす

る。 

防災知識や意識を

高める。 

地域の防災ネット

ワークづくりとな

る。 

 

8

月 
講

習 

ま

ち

歩

き 

講

習 

防

災

訓

練 

福

祉

マ

ッ

プ 

新

規 

・研修会 

・福祉マップ 

・防災訓練 

・福祉安全だ

より 
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４ 資料 

⑴  コミュニティプラン策定委員会委員 

⑵  会議の経過概要 

 氏 名 役 職  氏 名 役 職 

１ 米 盛  孝 一 コミュニティ協議会 会長 ９ 中 村  清 文 
コ ミ ュ ニ テ ィ 協 議 会 

保健体育部会 副部会長 

２ 平 山  哲 コミュニティ協議会 副会長 10 末 満  裕 孝 
コ ミ ュ ニ テ ィ 協 議 会 

青少年育 成部 会  会 長 

３ 中 野  明 博 コミュニティ協議会 副会長 11 松 田  武 泰 
コ ミ ュ ニ テ ィ 協 議 会 

青少年育成部会 副部会長 

４ 堀之内  繁 
コ ミ ュ ニ テ ィ 協 議 会 

まちづくり推進部  部会長 
12 松 﨑  勉 

コ ミ ュ ニ テ ィ 協 議 会 

福祉安全 部会  部会 長 

５ 久木田 光男 
コ ミ ュ ニ テ ィ 協 議 会 

まちづくり推進部会 副部会長 
13 原 田  孝 造 

コ ミ ュ ニ テ ィ 協 議 会 

福祉安全部会 副部会長 

６ 笛  恵   
コ ミ ュ ニ テ ィ 協 議 会 

文 化 部 会  部 会 長 
14 白 石  浩 子 

コ ミ ュ ニ テ ィ 協 議 会 

書 記 ・ 会 計 

７ 坂 元  聖 子 
コ ミ ュ ニ テ ィ 協 議 会 

文 化 部 会  副 部 会 長 
15 西  和 子 

コ ミ ュ ニ テ ィ 協 議 会 

書 記 ・ 会 計 

８ 上 野  洋 一 
コ ミ ュ ニ テ ィ 協 議 会 

保 健 体 育 部 会  部 会 長 
   

期 日 会 議 名 内 容 等 

２９． ４．１７（月） 第 1 回役員会・プラン策定委員会 コミュニティプラン策定委員の選任、プラン概要 

２９． ５．２２（月） 第 2 回役員会・プラン策定委員会 アンケート調査について、内容検討 

２９． ６．１２（月） 第 3 回役員会・プラン策定委員会 アンケートの配布及び回収の仕方 

２９． ７．１４（金） 第 4 回役員会・プラン策定委員会 アンケート内容の検討及び決定 

２９． ７．２４（月） 第 5 回役員会・プラン策定委員会 アンケート作成（印刷・製本） 

２９．１０．１２（木） 第 6 回役員会・プラン策定委員会 アンケート配布、回収 

２９．１１．３０（木） 第 7 回役員会・プラン策定委員会 アンケート回収、集約 

３０． １．２９（月） 第 8 回役員会・プラン策定委員会 アンケート分析・まとめ 

３０． ２．２６（月） 第 9 回役員会・プラン策定委員会 アンケート分析・まとめ 

３０． ３．２６（月） 第 10 回役員会・プラン策定委員会 アンケート結果の広報 

３０． ４．２３（月） 第 1 回役員会・プラン策定委員会 今年度のスケジュール 

３０． ６．２５（月） 第 2 回役員会・プラン策定委員会 冊子の全体像 

３０． ７．２３（月） 第 3 回役員会・プラン策定委員会 各部会の進捗状況確認 

３０． ９．２０（木） 第 4 回役員会・プラン策定委員会 各事業案についての検討 

３０．１１．１９（月） 第 5 回役員会・プラン策定委員会 冊子内容全般についての見直し 

３０．１２．１９（水） 第 6 回役員会・プラン策定委員会 冊子及び概要版等の検討 

３１． １．２８（月） 第 7 回役員会・プラン策定委員会 冊子最終案検討 

３１． ２．２５（月） 第 8 回役員会・プラン策定委員会 冊子最終案検討 

３１． ３．２５（月） 第 9 回役員会・プラン策定委員会 策定プランの住民説明会・配布方法 
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⑶  校区住民の意識調査結果 
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(4) 統計資料 
【 名山小学校区 年齢別、男女別人口（平成２７年国勢調査） 】 

 

 
 

 
【 名山小学校児童数推移 】 

 

0 200 400

0200400

０～４

５～９

10～14

15～19

20～24

25～29

30～34

35～39

40～44

45～49

50～54

55～59

60～64

65～69

70～74

75～79

80～84

85以上
男子

女子

年齢 年齢区分 男子 女子 合計 

85以上 54 205 259 

80 ～ 84 86 142 228 

75 ～ 79 131 199 330 

70 ～ 74 153 189 342 

65 ～ 69 249 295 544 

60 ～ 64 235 248 483 

55 ～ 59 196 273 469 

50 ～ 54 213 289 502 

45 ～ 49 230 285 515 

40 ～ 44 266 344 610 

35 ～ 39 240 296 536 

30 ～ 34 198 296 494 

25 ～ 29 176 277 453 

20 ～ 24 124 251 375 

15 ～ 19 108 121 229 

10 ～ 14 139 142 281 

５ ～ ９ 121 125 246 

０ ～ ４ 147 143 290 

計 3,066 4,120 7,186 

 ※ 年齢不詳を含まず 
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